
 

 
介護予

しての「

情報の入

一般参加

ない一般

番目に多

 

【背 

 地域

シャル

護予防

れてい

 
【目 

 本調

 

 

予防事業のなか

「憩いのサロン

入手が容易にな

加者）の情報源

般参加者にとっ

多く、約８割が

景】 

域におけるソー

ル・キャピタル

防ではまちづく

いない。 

的】 

調査の目的は、

 健康によ

食

保健センタ

家族や親せ

新

知人・友

サロ

テレビ・ラジ

一般

  

サロン参

かでもポピュ

ン事業」（以下

なるからでは

源と情報的サ

って、食・運

がサロン参加

ーシャル・サ

ル（人々のネ

くりなどによ

サロンに参

よい食生活/運

27

28

0.0% 20.0% 40

ター

せき

新聞

友人

ロン

ジオ

般参加者(N=99)

プレス

参加で健康

レーション戦

下、サロン）へ

はないか？」と

サポートの授受

運動に関する情

加で情報的サポ

サポート（情緒

ネットワーク）

る一次予防が

参加する運営ボ

運動習慣に関

45.2%

7.4%

52.1%

41.1%

42.5%

8

8.3%

34.3%

39.4%

42.4%

55.6%

72.7%

0.0% 60.0% 80.0%1

ボランティア(N=

スリリー

康に良い情

戦略（一次予

への参加が介

という仮説を検

受の変化を調査

情報源としてサ

ポートの受領

【連絡先】

星城大学

e-mail: 

緒的・手段的

と、健康と

が注目される一

ボランティア

する情報源

運

3.6%

%

100.0%

=73)

保

テレ

ース 

情報が増え

防）が注目さ

介護予防につな

検証するため

査した。その

サロンは56～

が増えたと回

大浦 智子

リハビリテー

ohura@seijo

・情報的サポ

の関連に関心

一方で、その

（以下、ボラ

運動

0.0% 2

保健センター

町の広報

新聞

知人・友人

サロン

レビ・ラジオ

一般参加者(N

 ２０

えた人が８

されている。本

ながる一つの理

めに，サロン参

の結果、より高

～58％とテレ

回答した。 

（おおうら 

ーション学部作

oh-u.ac.jp 

ポート）やネッ

心が高まってき

の効果と影響経

ランティア）と

43.8%

24.7%

41.1%

39.7%

42.5%

22.2%

26.3%

34.3%

44.4%

57

20.0% 40.0% 60.0%

N=99) ボランテ

０１３年１０

割 

本研究は、一

理由が「健康

参加者（ボラン

高齢で情報源

レビ・ラジオに

ともこ） 

作業療法学専

 Tel: 052-

ットワークを

きている。し

経路は十分明

と一般参加高

76.7%

.6%

66.7%

% 80.0%100.0%

ティア(N=73)

月２１日 

一次予防と

康に関する

ンティア・

源の数が少

に次いで2

 

専攻 講師 

-601-6000 

 

を含むソー

しかし、介

明らかにさ

高齢者（以



下、一般参加者）における健康情報の入手源を把握し、サロンが健康情報の授受の場になっているか、

サロン参加によって情報的サポートの授受が増えるかを明らかにすることである。 
 
【方 法】 

 愛知県 A 町の介護予防事業として運営されているサロンの 6 箇所のいずれかで、「お元気チェック」

（調査票、認知・運動機能測定）を2年連続（2010年と2011年）で受けた者で、ボランティア77名、

一般参加者 108 名を対象とした。2010 年の調査で「健康（病気や介護）」に関する情報源、2011 年度

の調査では「健康に良い食生活」（以下、食）と「健康に良い運動習慣」（以下、運動）に関する情報入

手源について質問した。このほか、性や年齢などの基本情報や、情報的サポート授受について質問した。 
 
【結 果】 

 一般参加者はボランティアよりも、女性、75歳以上、手段的自立および知的能動性の低下者、転倒不

安者、階段昇降に手すりを有する人、一人ぐらしの割合が多かった。また、情報入手源数は、一般参加

者はボランティアよりも多い傾向があった。 
 一般参加者において、健康関連の情報入手源はテレビやラジオ、病院の職員に次いで、サロンが多か

った。食・運動に関する情報入手源はいずれも、テレビやラジオ、サロン、知人や友人の順で多かった。

一方、ボランティアにおいて、健康関連の情報では上位5位までにサロンは含まれなかったが、食に関

する情報源としては4番目、運動に関する情報としては3番目に多かった。 
 サロンにおける情報的サポートの授受（受領と提供）は、一般参加者・ボランティアともに約6割が

「授受ともに増えた」、同じく約2割が「受領が増えた」と自覚していた。 
 
【結 論】 

 「憩いのサロン」のボランティアおよび一般参加者の健康関連・食・運動に関する情報の入手源は、

テレビやラジオが最も多いが、より高齢で情報源の数が少ない一般参加者にとってサロンは主要な健康

関連情報の授受の場になっていた。また、ボランティア・一般参加者ともにサロン参加によって健康関

連の情報の授受が増えたとする者が6割前後いた。サロンはソーシャル・キャピタルの醸成の場となっ

ており、健康情報の伝達と情報的サポートの授受の増加などによる介護予防への寄与が期待できると考

えられる。 
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